
観光立国は地域から　６ブロックの観光トピック

■
関
　
西

■
北
海
道
・
東
北

■
関
　
東

■
信
越
・
東
海
・
北
陸

■
中
国
・
四
国

■
九
州
・
沖
縄

　
群
馬
県

赤城山ライド、月日開催

道
の
駅
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
県
央
部
会

広
島
県
　「
映
え
ス
ポ
ッ
ト
」Ｐ
Ｒ

福
岡
市
　

デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
推
進

北
海
道
　
２
市
が「
共
通
返
礼
品
」

秋
田
県
「
白
神
山
地
」登
録

周
年

兵
庫
県
フ
ォ
ト
コ
ン

日
ま
で

滋
賀
県
珍
し
い「
木
製
御
城
印
」

富
山
県
黒
部
宇
奈
月
キ
ャ
ニ
オ
ン
ル
ー
ト

長
野
県
ろ
く
も
ん
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
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　　　自転車で赤城山エリアの魅力を堪能

た
け
は
ら
町
並
み
保
存
地
区
（
写
真
提

供
＝
一
般
社
団
法
人
広
島
県
観
光
連

盟
）

カンファレンスのキービジュアル

　
秋
田
、
青
森
両
県
に
ま
た
が
る
白
神

山
地
が
１
９
９
３
年
、
国
内
で
初
め
て

ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
、
今
年
で

周
年
。
秋
田
県
は
「
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
で
、
白
神
山

地
の
奥
深
い
魅
力
に
触
れ
て
く
だ
さ

い
」
と
、
そ
の
魅
力
を
改
め
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。

　
岳
岱
自
然
観
察
教
育
林
（
藤
里
町
）

は
、
約
１
・
８
㌔
の
散
策
路
が
整
備
さ

れ
、
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
の
魅
力
を
気

軽
に
楽
し
め
る
。
Ｊ
Ｒ
二
ツ
井
駅
か
ら

車
で
約

分
。

　
真
瀬
渓
谷
（
八
峰
町
）
は
白
神
山
系

を
源
流
と
す
る
渓
谷
。
中
で
も
「
三
十

釜
」
は
、
奇
岩
や
お
う
穴
の
間
を
流
れ

る
白
く
輝
く
清
流
が
美
し
い
景
勝
地

で
、
渓
流
沿
い
に
続
く
約

分
の
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
心
と
体
を
癒
や
し

て
く
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
八
森
駅
か
ら
三
十
釜

ま
で
車
で
約
５
分
。

　
く
る
み
台
キ
ャ
ン
プ
場
（
藤
里
町
）

は
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
林
に
囲
ま
れ
た
渓
流

沿
い
の
キ
ャ
ン
プ
場
。
登
山
や
釣
り
の

拠
点
と
し
て
人
気
。
Ｊ
Ｒ
二
ツ
井
駅
か

ら
車
で
約

分
。

イ
ベ
ン
ト
案
内

　
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
特
区
連
絡
協

議
会
は

月

日
、
し
な
の
鉄
道
観
光

列
車
「
ろ
く
も
ん
」
を
活
用
し
た
ワ
イ

ン
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
。
ろ
く
も
ん

が
長
時
間
停
車
可
能
な
軽
井
沢
駅
と
田

中
駅
、
戸
倉
駅
に
停
車
し
、
開
放
中
の

列
車
内
で
行
う
。

　
長
野
県
で
は
、
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
ワ
イ
ン

産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
推
進
し
、
さ

ら
に
は
長
野
県
全
体
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
市
町
村
が
信

州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
を
構
想
策
定
。
そ
の

中
で
も
、
ワ
イ
ン
造
り
に
適
し
た
土
壌

と
恵
ま
れ
た
気
候
に
よ
り
、
千
曲
川

（
信
濃
川
）
の
流
域
は
「
千
曲
川
ワ
イ

ン
バ
レ
ー
」
と
し
て

を
超
え
る
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
。

　
同
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
は
、
そ
の
千
曲

川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
乗

車
し
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
。
参
加
料
（
入

場
料
＆
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
代
）
は
前
売
り

６
０
０
円
、
当
日
７
０
０
円
。
参
加
料

を
支
払
え
ば
、
誰
で
も
入
場
で
き
る
。

　
当
日
は
、
各
停
車
駅
で
ワ
イ
ン
に
関

連
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
。

　
大
津
６
城
（
大
津
城
、
坂
本
城
、
宇

佐
山
城
、
膳
所
城
、
瀬
田
城
、
笠
壺
山

城
）
の
木
製
御
城
印
＝
写
真
＝
が
こ
の

ほ
ど
、
滋
賀
県
大
津
市
内
で
発
売
さ
れ

た
。
通
行
手
形
の
よ
う
な
木
で
で
き
た

五
角
形
の
御
城
印
で
、
こ
の
よ
う
な
形

の
木
製
御
城
印
は
全
国
初
と
い
う
。

　
一
般
的
に
御
城
印
は
奉
書
紙
や
和
紙

が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
御
城
印
は

紙
に
代
え
て
滋
賀
県
産
の
杉
の
間
伐
材

を
厚
さ
０
・
２
㍉
に
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し

た
突
板
と
呼
ば
れ
る
板
を
貼
り
合
わ
せ

た
シ
ー
ト
を
使
っ
た
も
の
。

　
通
常
の
御
城
印
や
御
朱
印
は
長
方
形

を
し
て
い
る
が
、
あ
え
て
通
行
手
形
の

よ
う
な
五
角
形
に
加
工
し
て
い
る
と
い

う
。
「
御
城
印
収
集
と
通
行
手
形
収
集

を
一
度
に
楽
し
め
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
式
の

御
城
印
帳
に
き
れ
い
に
収
ま
り
、
並
べ

た
姿
は
勇
壮
に
さ
え
見
え
て
く
る
」
と

販
売
元
。
税
込
み
８
０
０
円
。
大
津
市

ナ
カ
マ
チ
商
店
街
の
物
産
店
「
こ
こ
滋

賀
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
で
販
売
。

　
北
海
道
の
赤
平
市
と
芦
別
市
が
、
両

市
初
の
ふ
る
さ
と
納
税
共
通
返
礼
品
を

共
同
開
発
。
第
１
弾
の
「
炭
鉄
港
セ
ッ

ト
」
＝
写
真
＝
を
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
で
こ
の
ほ
ど
公
開
し
た
。

　
全
国
約
２
５
０
の
自
治
体
に
ふ
る
さ

と
納
税
事
業
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
レ
ッ
ド
ホ
ー
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
企
画
段
階
か
ら
全
面
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
た
。

　
両
市
は
北
海
道
中
央
部
に
位
置
し
、

隣
接
す
る
自
治
体
。
と
も
に
古
く
か
ら

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」と
し
て
栄
え
、

２
０
１
９
年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
「
炭
鉄
港
」
の
構
成
市
町
村
で
も
あ

る
。

　
第
１
弾
の
共
通
返
礼
品
「
炭
鉄
港
セ

ッ
ト
」
は
、
赤
平
市
の
名
菓
「
塊
炭
飴

（
か
い
た
ん
あ
め
）
」
と
、
芦
別
市
の

今
年
７
月
に
発
売
さ
れ
た
新
製
品
「
炭

（
た
ん
）
ご
ろ
ん
」
を
そ
れ
ぞ
れ
２
袋

ず
つ
組
み
合
わ
せ
た
菓
子
セ
ッ
ト
。
と

も
に
か
つ
て
の
「
産
炭
地
」
を
連
想
さ

せ
る
真
っ
黒
な
菓
子
で
、
組
み
合
わ
せ

で
「
炭
鉄
港
の
ま
ち
」
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
狙
い
が
あ
る
。

　
寄
付
金
額
は
１
万
円
で
、
ま
ず
は
手

ご
ろ
に
寄
付
し
や
す
い
価
格
帯
か
ら
始

め
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
と
い

う
。

　
今
後
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
な
ら
で

は
の
セ
ッ
ト
や
、
両
市
の
地
酒
を
組
み

合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
な
ど
、
年
度
内
に
追

加
で
３
種
類
程
度
展
開
す
る
予
定
だ
。

　
【
炭
鉄
港
（
た
ん
て
つ
こ
う
）
】
近

代
北
海
道
を
築
く
基
と
な
っ
た
３
都

（
空
知
、
室
蘭
、
小
樽
）
を
、
石
炭
、

鉄
鋼
、
港
湾
、
鉄
道
と
い
う
テ
ー
マ
で

結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
人
と
知
識
の
新
た

な
動
き
を
作
り
だ
そ
う
と
い
う
取
り
組

み
。
２
０
１
９
年
に
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
。

　
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
は
、
「
兵
庫
テ
ロ

ワ
ー
ル
旅
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
現

在
実
施
中
。
応
募
締
め
切
り
が
９
月


日
と
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。

　
兵
庫
県
内
で
撮
影
し
た
「
あ
な
た
が

思
う〝
こ
れ
ぞ
テ
ロ
ワ
ー
ル
〟な
写
真
」

を
ア
マ
チ
ュ
ア
、
プ
ロ
を
問
わ
ず
広
く

募
集
。
応
募
の
中
か
ら
「
グ
ル
メ
」

「
自
然
・
絶
景
」
「
文
化
・
体
験
」
の

各
部
門
賞
（
３
点
）
、
エ
リ
ア
（
神
戸

阪
神
、
播
磨
、
但
馬
、
丹
波
、
淡
路
）

特
別
賞
（
５
点
）
、
審
査
員
特
別
賞

（
３
点
）
の
計

点
を
選
定
。
受
賞
者

に「
神
戸
牛
赤
身
ス
ラ
イ
ス
５
０
０
㌘
」

「
う
ず
し
お
ク
ル
ー
ズ
ペ
ア
乗
船
券
」

「
日
帰
り
入
浴
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
」
な
ど

を
贈
る
。

　
応
募
は
ひ
ょ
う
ご
観
光
本
部
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー

し
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
て
「
♯
兵
庫

テ
ロ
ワ
ー
ル
旅
」
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を

付
け
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
投
稿
す

る
。
１
人
何
回
で
も
応
募
が
可
能
。

　
結
果
発
表
は

月
ご
ろ
、
ひ
ょ
う
ご

観
光
本
部
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン

ト
で
の
投
稿
、
兵
庫
県
公
式
観
光
サ
イ

ト
で
。

　
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
語

で
地
球
や
土
地
を
表
す「
ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
」

か
ら
派
生
し
た
、
「
土
地
の
個
性
」
を

意
味
す
る
言
葉
。

　
福
岡
県
、
福
岡
市
と
福
岡
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、

月
５

日
に
大
名
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
福
岡
市

中
央
区
）
で
開
催
す
る
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
　
ｉ
ｎ
福
岡
」
の
参
加
者
の
募
集

し
て
い
る
。
国
内
外
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

カ
ー
や
企
業
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
が
集

結
し
て
、
未
来
の
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
も
の
。
同

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン

ト
も
多
数
展
開
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
と
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
、
場
所
に
縛
ら
れ
ず
（
国
内

外
を
問
わ
ず
）に「
ノ
マ
ド（
遊
牧
民
）」

の
よ
う
に
旅
を
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る

人
々
を
指
す
語
で
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
促
進
な
ど
の
観
点
か
ら
近
年

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
福
岡
市
が
中
心
と
な
り

月
１
日
か

ら

日
ま
で
実
施
予
定
の
デ
ジ
タ
ル
ノ

マ
ド
誘
致
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
　
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
」
は
、
同
市
が

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
。
同
期
間
中
に

は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓
国
、
台

湾
な
ど

の
国
と
地
域
か
ら

人
以
上

の
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
を
誘
致
し
、
１
カ

月
間
に
わ
た
り
市
内
を
拠
点
に
福
岡
、

九
州
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
取
り

組
み
な
ど
を
展
開
す
る
。
自
治
体
に
よ

る
海
外
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
誘
致
に
関
す

る
取
り
組
み
は
日
本
初
と
い
う
。

　
５
日
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
集
結

し
、
未
来
志
向
で
個
人
、
企
業
、
社
会

に
お
い
て
進
む
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
将

来
像
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
ス
ペ
シ
ャ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
遊
行
代
表
取
締

役
で
日
本
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
協
会
幹
事

の
大
瀬
良
亮
氏
や
Ｎ
ｏ
ｍ
ａ
ｄ
　
Ｕ
ｎ

ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
創
設
者
で
同
協
会

顧
問
の
Ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
　
Ｓ
ｈ
ｕ
氏
ら
が

登
壇
。
「
福
岡
・
九
州
を
デ
ジ
タ
ル
ノ

マ
ド
の
聖
地
へ
～
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
が

起
こ
す
日
本
社
会
の
変
革
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
福
岡
・
九

州
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
す
。

　
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
午
後
１
時


分
か
ら
同
６
時
ま
で
開
催
予
定
。
参
加

費
無
料
で
、

月
４
日
ま
で
特
設
サ
イ

ト
（https://world-workation-conferen

ce-in-fukuoka.peatix.com/

）
で
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　
５
日
か
ら

日
に
か
け
て
は
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
人
と
人
と
の
交

流
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ

Ａ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
」
を
開
催
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連

イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
、
市
内
の

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
、

提
携
店
舗
を
巡
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
併
催
す
る
な
ど
、
福
岡
型
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
存
分
に
楽
し
む
た
め

の
環
境
や
仕
掛
け
が
整
備
さ
れ
る
。

　
富
山
県
は
、
日
本
一
の
Ｖ
字
峡
で
あ

る
黒
部
峡
谷
か
ら
上
流
の
黒
部
ダ
ム
に

至
る
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
「
黒
部
宇
奈

月
キ
ャ
ニ
オ
ン
ル
ー
ト
」の
一
般
開
放
、

旅
行
商
品
化
の
開
始
日
を
来
年
６
月


日
に
決
定
し
た
。
併
せ
て
、
来
年
１
月

下
旬
か
ら
販
売
を
予
定
し
て
い
る
旅
行

商
品
の
概
要
も
発
表
し
た
。

　
黒
部
宇
奈
月
キ
ャ
ニ
オ
ン
ル
ー
ト
は


年
以
上
前
、
黒
部
川
第
三
発
電
所
・

第
四
発
電
所
の
建
設
に
伴
い
、
日
本
電

力
や
関
西
電
力
が
工
事
用
ル
ー
ト
を
整

備
。
今
ま
で
は
一
般
に
開
放
さ
れ
て
い

な
い
ル
ー
ト
だ
っ
た
が
、
２
０
１
８
年

に
関
西
電
力
と
富
山
県
が
締
結
し
た
協

定
に
よ
り
、
安
全
対
策
工
事
完
了
後
、


年
度
に
「
黒
部
宇
奈
月
キ
ャ
ニ
オ
ン

ル
ー
ト
」
と
し
て
一
般
開
放
、
旅
行
商

品
化
さ
れ
、
黒
部
峡
谷
か
ら
黒
部
ダ
ム

に
至
る
電
源
開
発
の
歴
史
を
た
ど
る
新

た
な
観
光
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
る
。

　
蓄
電
池
機
関
車
や
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
な

ど
の
乗
り
物
で
進
み
な
が
ら
、
地
底
に

造
ら
れ
た
多
様
な
電
源
施
設
や
設
備
、

掘
削
時
岩
盤
温
度
が
１
６
０
度
に
達
し

た
高
熱
隧
道

ず
い
ど
う

な
ど
、
電
源
開
発
の
軌
跡

を
体
験
。
荒
々
し
い
稜
線
が
織
り
な
す

裏
剱
や
仙
人
谷
な
ど
、
長
く
険
し
い
道

を
た
ど
っ
た
登
山
者
な
ど
限
ら
れ
た
人

し
か
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
黒
部

奥
山
の
絶
景
を
満
喫
で
き
る
。

　
キ
ャ
ニ
オ
ン
ル
ー
ト
の
旅
行
商
品

は
、
キ
ャ
ニ
オ
ン
ル
ー
ト
訪
問
の
前
泊

ま
た
は
後
泊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
１
泊

２
日
の
４
種
の
基
本
コ
ー
ス
を
設
定
。

専
門
知
識
を
習
得
し
た
ガ
イ
ド
が
同
行

す
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、


～

月
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
対
象
と
し

た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施
。

月
に
北

陸
Ｄ
Ｃ
に
向
け
た
全
国
宣
伝
販
売
促
進

会
議
で
旅
行
商
品
の
詳
細
を
公
表
。
来

年
１
月
下
旬
に
旅
行
商
品
の
販
売
を
開

始
。

　
公
益
財
団
法
人
の
前
橋
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
は

月

日
、
前
橋
市

や
桐
生
市
な
ど
赤
城
山
周
辺
の
６
市
村

と
連
携
し
、
環
境
に
優
し
く
、
健
康
に

い
い
自
転
車
を
活
用
し
た
「
赤
城
山
１

周
ラ
イ
ド
」
を
開
催
す
る
。
今
年
は
シ

ョ
ー
ト
コ
ー
ス
が
登
場
し
、
脚
力
に
自

信
が
な
い
人
で
も
参
加
し
や
す
く
な
っ

た
。
今
年
で
３
回
目
。

　
１
周
ラ
イ
ド
（
約
１
０
０
㌔
）
は
前

橋
市
、
渋
川
市
の
２
カ
所
に
設
定
さ
れ

た
各
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら

人
（
計
１

８
０
人
）
が
、
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
約


㌔
）
は
前
橋
市
の
ス
タ
ー
ト
地
点
か

ら
１
０
０
人
が
時
間
差
で
、
そ
れ
ぞ
れ

出
発
す
る
。
ル
ー
ト
上
に
は
エ
イ
ド
・

チ
ャ
ー
ジ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
休
憩
ポ
イ

ン
ト
）
が
設
け
ら
れ
、
地
域
の
名
産
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
参
加
費
は
お

土
産
付
き
で
１
周
ラ
イ
ド
が
１
万
円
、

シ
ョ
ー
ト
ラ
イ
ド
が
６
千
円
。

　
同
協
会
は
「
赤
城
山
の
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
や
食
文
化
を
知
っ
て
も
ら

い
、
触
れ
合
い
の
機
会
の
創
出
と
赤
城

山
エ
リ
ア
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
宣
伝
推
進
協

議
会
の
県
央
地
域
部
会
は

日
か
ら
、

エ
リ
ア
６
市
町
村
（
前
橋
市
、
伊
勢
崎

市
、
渋
川
市
、
榛
東
村
、
吉
岡
町
、
玉

村
町
）に
あ
る
８
カ
所
の
道
の
駅
う
ち
、

３
カ
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す

る
と
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
始
め
た
。

月

日
ま
で
。

道
の
駅
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
買
い

物
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
の
が
条
件
。

　
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
を
生
か

そ
う
と
、
広
島
サ
ミ
ッ
ト
県
民
会
議
の

も
と
、
Ｐ
Ｒ
事
務
局
が
広
島
県
の
観
光

情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
う

し
た
情
報
の
中
か
ら
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話

題
の
『
映
え
ス
ポ
ッ
ト
』
を
巡
る
」
と

題
し
た
お
薦
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

す
る
。

　
①
三
高
山
砲
台
「
瀬
戸
内
海
の
美
し

い
眺
望
＆
天
空
の
要
塞
」

　
江
田
島
市
北
西
部
に
位
置
す
る
三
高

山
（
標
高
４
０
１
・
８
㍍
）
の
山
頂
に

は
、
明
治
時
代
に
建
築
さ
れ
た
砲
台
跡

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
の
開

戦
を
前
に
、
広
島
市
を
バ
ル
チ
ッ
ク
艦

隊
か
ら
守
る
た
め
に
考
案
さ
れ
、
明
治


年
に
完
成
し
た
。
日
本
土
木
遺
産
に

も
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
け
む
し
た
景

観
が
ジ
ブ
リ
映
画
の
世
界
を
ほ
う
ふ
つ

さ
せ
る
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
②
た
け
は
ら
町
並
み
保
存
地
区
「
江

戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
町
並
み
を
散
歩
」

　
竹
原
市
竹
原
地
区
の
町
並
み
は
、

「
安
芸
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
、
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
て
い
る
。
製
塩
地
と
し
て
発
展

し
た
江
戸
時
代
を
し
の
ば
せ
る
重
厚
な

家
々
や
、
高
い
壁
、
長
屋
門
の
格
子
、

漆
喰
壁
が
見
ら
れ
る
。
人
気
ア
ニ
メ

「
た
ま
ゆ
ら
」
の
舞
台
で
、
登
場
す
る

町
並
み
を
探
し
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪

れ
て
い
る
。

　
③
筆
影
山
・
竜
王
山
「
瀬
戸
内
海
の

多
島
美
は
こ
こ
か
ら
の
眺
め
が
一
番
」

　
三
原
市
の
筆
影
山
（
３
１
１
㍍
）
山

頂
と
竜
王
山
（
４
４
５
㍍
）
の
展
望
台

か
ら
眺
め
る
大
小
の
島
々
の
景
観
は
、

瀬
戸
内
海
随
一
と
評
さ
れ
、
１
９
５
０

年
に
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
一
部
に
指

定
さ
れ
た
。
晴
れ
た
日
に
は
竜
王
山
展

望
台
か
ら
四
国
山
地
が
遠
望
で
き
、
し

ま
な
み
海
道
の

橋
の
う
ち
七
つ
の
橋

が
見
ら
れ
る
。
冬
に
は
海
霧
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
④
雪
月
風
花
　
福
智
院
「
こ
こ
ろ
を

癒
や
す
お
茶
と
食
。
地
域
の
人
と
食
材

が
つ
な
ぐ
至
福
の
と
き
」

　
世
羅
町
の
史
跡
、
今
高
野
山
の
参
道

に
た
た
ず
む
日
本
茶
カ
フ
ェ
「
雪
月
風

花
　
福
智
院
」
。
建
物
は
、
江
戸
時
代

に
建
て
ら
れ
た
宿
坊
を
修
繕
し
て
利
用

し
て
い
る
。
広
島
在
来
茶
を
は
じ
め
、

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
甘
味
や
精
進
料

理
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。

　
⑤
帝
釈
峡
・
雄
橋
「
神
秘
的
な
雰
囲

気
が
漂
う
巨
大
な
天
然
の
橋
」

　
国
定
公
園
・
帝
釈
峡
は
、
庄
原
市
と

神
石
高
原
町
に
ま
た
が
る
峡
谷
。
北
部

の
上
帝
釈
エ
リ
ア
に
は
、
浸
食
作
用
で

岩
盤
の
下
部
が
貫
通
し
て
形
成
さ
れ
た

石
灰
岩
の
天
然
ア
ー
チ
橋
「
雄
橋
」

（
お
ん
ば
し
）
が
あ
る
。
全
長

㍍
、

幅

㍍
、
厚
さ

㍍
、
川
底
か
ら
の
高

さ

㍍
。
橋
を
架
け
た
の
は
、
神
様
と

も
、
鬼
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。


